
温度の影響

　温度は、生物が生きていく上で、生活と深い関わり合いを持っています。人間は、30℃の天候と10℃の天候の区別は簡単につくもので、体の平熱を保つために、汗をかいたり、服を1枚余分に着込んだりして、無意識のうちに体温を調整しています。ただ、人の体感では、個人差があり、23℃を暑いと感じる人もいれば、寒いと感じる人もいます。温度の変化は、人の気分さえも変えてしまい、体内物質にも深い影響を与えているのです。

　また、気温の変化は、生物だけでなく、液体や固体の量、金属の電気抵抗にも影響を与えます。これらの変化をじっくり観察し、測定すると、ある法則に従って気温を求めることが可能となります。それでは、その温度を測定する温度計の原理をいくつかお話しましょう。

　最もなじみ深い温度計といえば、液体封入ガラス管温度計でしょう。この温度計は、窓の外にぶら下げて外の気温を測ったり、人の脇にはさんで体温を計ったり、あるいは、ローストター

キーに突き刺して、焼き上がり具合の温度を測るためなどに使われます。これらの原理は、次のような物理的な法則から説明できます。

　温度が上昇すると、液体の体積は膨張するため、温度計の中の液体も膨張して水面が上昇します。逆に、温度が下降すれば、液体の体積は収縮するので、温度計の中の液体は収縮し、水面が下降するのです。この原理を利用して、液体の水面がある基準値に到達した時のガラスの側面を測定すれば、温度がどれくらいかを導き出すことができます。

　温度計の液体は、主に水銀かアルコールが使用されます。液体を入れている密封したガラス管は、気候の変化によって、暖められたり冷やされたりします。すると、ガラスは温度を液体に伝導し、液体が上昇したり、下降したりして気温に反応するのです。

　ただ、水銀は-38.87℃で凍ってしまうため、寒さが深刻な北部の高緯度地方では、アルコール温度計が一般的に使われます。
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